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西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
懐
徳
堂
考
之
一
』

は
じ
め
に

西
村
天
囚
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
九
日
に
開

催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
の
第
二
次
例
会
に
お
い
て
五
井
蘭
洲
に
関

す
る
講
演
を
行
い
、
九
日
後
の
二
月
七
日
か
ら
二
七
日
ま
で
大
阪

朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
を
合
計
二
〇
回
連
載
し
た
。

こ
の
連
載
は
完
結
時
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」
と
改
題
さ
れ
、
同
年

三
月
六
日
に
連
載
時
の
紙
型
を
用
い
て
三
五
部
印
刷
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
実
態
を
理
解
す
る
上
で
重

要
と
考
え
ら
れ
る
新
資
料
『
懐
徳
堂
考
之
一
』（
抄
本
、
一
冊
）
が
、

二
〇
一
七
年
に
始
ま
っ
た
天
囚
の
故
郷
・
種
子
島
の
西
村
家
所
蔵

資
料
の
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た（

１
）。

本
資
料
の
前
半
部
は
、
天
囚

が
大
阪
人
文
会
に
お
け
る
講
演
ま
で
に
執
筆
し
て
い
た
約
五
〇
枚

の
漢
文
の
草
稿
で
あ
り（

２
）、

ま
た
後
半
部
は
、
講
演
の
直
後
に
行
っ

た
取
材
の
記
録
や
関
連
資
料
か
ら
の
抄
出
と
見
ら
れ
、『
懐
徳
堂

考
之
一
』
は
全
体
と
し
て
、「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
の
連
載
を
執

筆
す
る
際
の
草
稿
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
中
心
に
検
討
し
、

天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
展
開
や
天
囚
の
研
究
姿
勢
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
。

一　

外
題
・
内
題
・
構
成

本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
外
題
と
内
題
、
及
び
そ
の

前
半
部
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

発
見
時
の
本
資
料
の
表
紙
は
、
激
し
い
虫
損
の
た
め
、
外
題
の

有
無
も
不
明
で
あ
っ
た
が
、
修
復
の
結
果
、
文
字
は
不
明
で
あ
る

が
外
題
が
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
外
題
の
文
字
の
下

部
右
側
に
「
考
」
字
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

竹　

田　

健　

二
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た（
３
）。

内
題
に
つ
い
て
も
、
発
見
時
は
表
紙
と
本
文
冒
頭
の
数
葉
と

が
圧
着
し
て
開
く
こ
と
が
で
き
ず
不
明
で
あ
っ
た
が
、
修
復
に
よ

り
、
当
初
墨
筆
で
「
懐
徳
堂
研
究
之
一
」
と
記
さ
れ
、
後
に
「
研

究
」
の
文
字
の
上
に
墨
筆
の
楕
円
が
、
ま
た
そ
の
右
に
「
考
」
字

が
書
き
加
え
ら
れ
て
、「
懐
徳
堂
研
究
之
一
」
か
ら
「
懐
徳
堂
考

之
一
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た（

４
）。

内
題
の
修
正
を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
外
題
も
当
初
は
「
懐
徳
堂
研
究
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
後
に
「
研
究
」
の
文
字
を
見
せ
消
ち
に
し
、
か
つ
そ
の

右
側
に
「
考
」
字
を
書
き
添
え
て
、「
懐
徳
堂
研
究
」
か
ら
「
懐

徳
堂
考
」
に
修
正
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
大
阪

朝
日
新
聞
で
の
連
載
の
題
名
は
当
初
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」
だ
っ

た
が
、
完
結
時
に
「
懐
徳
堂
考
上
巻
」
に
改
題
さ
れ
た
。
本
資
料

の
内
題
・
外
題
の
修
正
は
、
連
載
の
改
題
と
基
本
的
に
符
合
す
る

と
見
て
よ
い
。

な
お
、
修
復
に
よ
り
、
表
紙
に
は
外
題
の
他
、
右
側
に
「
五
井

持
軒　

五
井
蘭
洲　

三
宅
石
菴　

三
宅
春
楼
」
と
打
ち
付
け
書
き

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
五
井
持
軒
と
五
井
蘭
洲
と
は
、

後
述
す
る
本
資
料
前
半
部
の
二
つ
の
章
の
見
出
し
で
あ
り
、
三
宅

石
菴
は
蘭
洲
の
章
の
中
の
節
の
見
出
し
と
合
致
す
る
。
三
宅
春
楼

は
章
・
節
の
見
出
し
で
は
な
い
が
、
蘭
洲
の
章
の
「
教
育
之
功
」

節
に
言
及
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
字
列
は
本
資

料
の
概
要
を
示
す
た
め
に
表
紙
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。続

い
て
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
構
成
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
本
資
料
の
前
半
部
は
、
冒
頭
の
「
叙
論
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

「
五
井
持
軒
」・「
五
井
蘭
洲
」
と
の
見
出
し
を
附
さ
れ
た
二
つ
の

章
と
か
ら
な
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
章
の
中
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
見
出
し
の
附
さ
れ
た
複
数
の
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
成
か
ら
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
を
執
筆
す
る

際
に
は
、
学
者
を
一
人
ず
つ
取
り
上
げ
て
論
ず
る
、
い
わ
ば
列
伝

形
式
で
懐
徳
堂
研
究
に
取
り
組
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
の
が
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
持
軒
の

章
の
中
の
「
三
宅
石
菴
」
節
の
見
出
し
の
下
に
あ
る
、
朱
筆
で
記

さ
れ
た
「
入
于
持
軒
伝
之
後
蘭
洲
伝
之
前
」（
持
軒
伝
の
後
、
蘭

洲
伝
の
前
に
入
れ
ん
）
と
の
一
文
で
あ
る
。
天
囚
は
、
持
軒
・
蘭

洲
に
つ
い
て
述
べ
た
二
つ
の
章
を
「
持
軒
伝
」・「
蘭
洲
伝
」
と
呼

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
第
一

回
目
の
末
尾
に
、「
他
日
更
に
懐
徳
堂
本
紀
と
も
云
ふ
べ
き
を
物

し
て
、
甃
菴
の
創
立
よ
り
、
竹
山
履
軒
の
盛
時
、
維
新
の
廃
学
に

及
び
て
、
其
の
始
終
を
詳
記
せ
ん
と
欲
す
」
と
の
予
告
が
附
さ
れ

て
い
る
。
続
編
を
「
懐
徳
堂
本
紀
と
も
云
ふ
べ
き
」
も
の
と
述
べ

て
い
る
こ
と
も
、
当
初
天
囚
の
構
想
し
た
懐
徳
堂
研
究
は
、
学
者

一
人
ず
つ
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
伝
記
を
束
ね
る
形
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る（

５
）。
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こ
れ
に
対
し
て
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
は
、
見
出
し
を

附
さ
れ
た
節
が
並
ぶ
だ
け
の
構
成
と
さ
れ
、
節
を
束
ね
る
章
に
該

当
す
る
も
の
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
翌
年
の
五
月
二
四

日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
『
懐
徳
堂

考
』
下
巻
も
同
様
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
天
囚
は
『
懐
徳

堂
考
』
上
巻
を
執
筆
す
る
際
に
、
列
伝
形
式
を
放
棄
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

列
伝
方
式
を
放
棄
し
た
の
は
、
複
数
の
学
者
が
長
く
、
複
雑
に

関
わ
っ
た
懐
徳
堂
と
い
う
学
校
を
、
列
伝
に
収
め
て
叙
述
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る

よ
う
に
、
天
囚
が
懐
徳
堂
に
関
す
る
資
料
『
懐
徳
堂
記
録
』
を
入

手
し
た
の
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
三
日
の
こ
と
で
、

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
だ
懐
徳
堂
に

関
す
る
理
解
が
十
分
に
は
深
ま
っ
て
お
ら
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
天
囚

は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
を
持
軒
・
蘭
洲
の
列
伝
の
形
式
で
執
筆

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連

載
開
始
時
ま
で
に
そ
の
す
べ
て
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
連
載
中
に
執
筆
し
た
節
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

節
の
み
が
並
ぶ
構
成
は
、
後
か
ら
節
の
順
序
を
変
更
し
た
り
、
新

た
な
節
を
追
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
り
、
こ
の
た
め
天

囚
は
こ
う
し
た
節
の
み
の
形
式
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

叙
論

本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
叙
論
を
中
心
に
、

主
に
天
囚
が
懐
徳
堂
研
究
に
着
手
し
た
経
緯
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
。天

囚
は
叙
論
の
冒
頭
で
「
大
阪
儒
学
。
□
以
懐
徳
堂
為
主
。
以

混
沌
社
為
客
。」（
大
阪
の
儒
学
、
□
懐
徳
堂
を
以
て
主
と
為
し
、

混
沌
社
を
以
て
客
と
為
す
。）
と
述
べ
て
い
る
。『
懐
徳
堂
考
』
上

巻
の
序
説
で
も
「
顧
ふ
に
我
が
大
阪
の
漢
文
学
派
研
究
は
、
懐
徳

堂
を
以
て
経
と
為
し
、
混
沌
社
を
以
て
緯
と
為
」
す
と
、
ま
た
大

阪
人
文
会
の
講
演
に
お
い
て
も
、
大
阪
の
儒
学
は
「
懐
徳
堂
を
経

に
致
し
て
混
沌
社
を
緯
」
と
し
て
い
る
。
表
現
に
少
し
く
違
い
は

あ
る
が
、
懐
徳
堂
を
近
世
大
坂
に
お
け
る
儒
学
の
中
心
と
位
置
付

け
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
は
こ
う
し
た
認

識
を
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
を
、
何
故
五
井
持
軒
・

蘭
洲
父
子
か
ら
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
持
軒
は
懐
徳
堂
が
創
設

さ
れ
る
五
年
前
に
死
去
し
て
お
り
、
懐
徳
堂
と
直
接
に
は
関
係
が

な
い
。
ま
た
蘭
洲
は
、
周
知
の
通
り
助
教
と
し
て
懐
徳
堂
の
教
学

に
関
与
し
た
が
、教
学
の
中
心
と
さ
れ
る
学
主
・
教
授
で
は
な
か
っ

た
。
懐
徳
堂
の
創
設
か
ら
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
の
前
史
に
あ
た
る
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持
軒
か
ら
論
じ
た
点
に
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
の
特
色
が
あ
る
と
見

て
よ
い
が
、
い
さ
さ
か
不
可
解
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
天
囚
は
、
読
者
の
そ
う
し
た
反
応
を
予
想
し
、
叙
論

に
お
い
て
「
懐
徳
書
院
事
蹟
。
先
着
手
於
□
（
五
）
井
父
子
者
。

抑
有
故
也
［
。 

］」（
懐
徳
書
院
の
事
蹟
、
先
づ
五
井
父
子
に
着

手
す
る
は
、
抑
そ
も
故
有
る
な
り
。）
と
述
べ
た
上
で
、
そ
の
理

由
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

先
ず
天
囚
は
、
近
世
大
坂
に
お
い
て
、
持
軒
が
如
竹
散
人
に
次

ぐ
最
初
期
の
儒
者
で
あ
る
点
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
囚
は

如
竹
散
人
を
近
世
大
坂
に
お
い
て
最
初
に
活
動
し
た
儒
者
と
見
な

す
が
、
如
竹
の
大
坂
滞
在
は
僅
か
二
～
三
年
で
、
そ
の
活
動
も
不

詳
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
知
如
竹
去
後
。
三
十
二
三
年
。
継
之

講
学
者
持
軒
也
。」（
如
竹
去
り
し
後
の
三
十
二
・
三
年
、
之
を
継

ぎ
て
講
学
す
る
者
は
持
軒
な
る
を
知
る
な
り
）
と
、
持
軒
を
如
竹

に
続
く
大
坂
の
儒
者
と
位
置
付
け
る
。
二
人
の
関
係
の
近
さ
に
つ

い
て
、
天
囚
は
持
軒
の
章
の
「
家
系
及
び
生
年
」
節
で
も
「
持
軒

之
生
。
在
寛
永
十
八
年
。
距
如
竹
下
帷
大
阪
時
。
為
二
三
年
後
。」

（
持
軒
の
生
ま
る
る
は
、
寛
永
十
八
年
に
在
り
。
如
竹
の
帷
を
大

阪
に
下
す
時
よ
り
距
つ
る
こ
と
、
二
・
三
年
の
後
為
り
。）
と
強

調
し
て
い
る（

６
）。

蘭
洲
に
つ
い
て
天
囚
は
、
懐
徳
堂
の
創
設
直
後
に
「
主
其
日
講

者
。
持
軒
之
子
蘭
洲
也
。」（
其
の
日
講
を
主
る
者
は
、
持
軒
の
子

の
蘭
洲
な
り
）
と
、
学
主
の
石
庵
に
代
わ
っ
て
日
講
を
担
っ
た
こ

と
に
注
目
す
る
。
加
え
て
、「
石
庵
歿
後
。
甃
菴
兼
山
長
。
而
蘭

洲
官
遊
十
餘
年
。
帰
則
講
廃
。
亦
依
蘭
洲
起
講
。
学
風
復
振
。」（
石

庵
の
歿
後
、
甃
菴
山
長
を
兼
ね
て
、
蘭
洲
官
遊
す
る
こ
と
十
餘
年
、

帰
れ
ば
則
ち
講
廃
せ
ら
れ
た
る
も
、
亦
た
蘭
洲
に
依
り
て
講
を
起

し
、
学
風
復
た
振
ふ
。）
と
、
中
井
甃
菴
が
学
主
で
あ
っ
た
頃
、

懐
徳
堂
で
は
講
義
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
こ
に
蘭
洲
が
津
軽
藩
を
辞
し
て
大
阪
に
戻
り
、
講
義
を
担
っ
て

懐
徳
堂
を
再
興
し
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
天
囚
は
、
持
軒
が
如
竹
に
続
く
大
坂
の
最
初
期
の

儒
者
で
あ
る
こ
と
と
、
蘭
洲
が
初
期
の
懐
徳
堂
の
教
学
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
と
を
重
視
し
、「
可
知
懐
徳
以
前

有
持
軒
。
懐
徳
以
後
有
蘭
洲
。
以
維
持
大
阪
儒
学
。
実
父
子
之
力

可
多
也
。」（
懐
徳
以
前
に
持
軒
有
り
、
懐
徳
以
後
に
蘭
洲
有
り
、

以
て
大
阪
の
儒
学
を
維
持
す
る
に
、
実
に
父
子
の
力
多
と
す
べ
き

を
知
る
べ
き
な
り
。）
と
、
持
軒
・
蘭
洲
父
子
が
近
世
大
坂
儒
学

の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
を
極
め
て
高
く
評
価
す
る
。
天
囚
は
近

世
大
坂
儒
学
の
発
展
に
果
た
し
た
二
人
の
功
績
が
大
き
い
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
懐
徳
堂
研
究
を
二
人
か
ら
始
め
た
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
序
説
に
お
い
て
は
、

懐
徳
堂
研
究
を
持
軒
・
蘭
洲
父
子
か
ら
着
手
す
る
理
由
の
説
明
が
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『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
叙
論
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
序
説
で
も
天
囚
は
「
今
予
は
先
づ
手
を
懐
徳

堂
研
究
に
着
け
て
、而
し
て
五
井
持
軒
蘭
洲
父
子
よ
り
始
ま
る
者
、

抑
も
故
あ
り
」
と
、
懐
徳
堂
研
究
を
持
軒
・
蘭
洲
父
子
か
ら
始
め

る
こ
と
が
奇
異
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
た
上
で
、『
鶏
肋
篇
』

を
濱
和
助
か
ら
、『
蘭
洲
文
稿
』
を
大
田
源
之
助
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

入
手
し
た
こ
と
に
よ
っ
て「
蘭
洲
と
懐
徳
堂
と
の
関
係
を
詳
に
し
」

た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
大
阪
人
文
会
に
お
け
る

講
演
に
お
い
て
も
、
天
囚
は
資
料
の
入
手
が
研
究
の
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
こ
と
を
同
様
に
強
調
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
、『
懐
徳
堂
考
』上
巻
の
本
文
に
お
い
て
天
囚
は
、「
五

井
氏
は
慶
元
以
後
に
於
け
る
大
阪
最
初
の
讀
書
人
な
り
、
大
阪
最

古
の
儒
林
世
家
な
り
。」（
五
井
蘭
洲
の
父
祖
）
と
、
五
井
氏
が
大

坂
で
活
躍
し
た
儒
家
と
し
て
古
い
こ
と
に
触
れ
、
ま
た
序
説
で
も

「
蘭
洲
の
父
持
軒
が
大
阪
文
学
に
偉
功
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の

祖
父
は
大
阪
に
於
け
る
読
書
人
の
祖
な
る
を
知
」っ
た
こ
と
が「
懐

徳
堂
研
究
の
第
一
着
と
し
て
、
持
軒
蘭
洲
の
事
蹟
を
叙
述
す
る
所

以
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
近
世
大
坂
の
儒
学
史
を
問
題
と
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
叙
論
に

お
い
て
も
、
濱
和
助
か
ら
蘭
洲
手
稿
の
『
鶏
肋
篇
』
の
提
供
を
受

け
、
ま
た
木
崎
好
尚
を
介
し
て
又
借
り
で
大
田
源
之
助
か
ら
『
蘭

洲
文
稿
』
を
得
た
こ
と
の
述
べ
た
上
で
、「
微
濱
太
田
二
君
之
篤

好
而
不
□
（
吝
）。
則
予
曷
得
着
手
於
此
。」（
濱
・
太
田
二
君
の

篤
好
に
し
て
吝
ま
ざ
る
こ
と
微な

か
り
せ
ば
、
則
ち
予
曷
ぞ
此
に
着

手
す
る
を
得
ん
や
。）
と
、
資
料
の
入
手
が
重
要
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻

と
を
比
較
す
る
と
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
は
父
子
の
近
世
大
坂
儒

学
史
に
占
め
る
位
置
を
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
は
資
料
の
入
手
を
、

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（

７
）。

私
見
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
が
父
子
の
近
世
大
坂
儒
学
史

に
占
め
る
位
置
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
執
筆
の
目
的
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
の
序
説
に
お
い
て
天
囚
は
、
懐
徳
堂
研
究
に
着
手

し
た
経
緯
を
説
明
す
る
中
で
、「
人
文
会
は
各
科
の
専
家
、
門
を

分
ち
て
担
当
す
、
庶
幾
く
は
闡
顯
憾
な
き
得
ん
、
但
予
れ
末
学
を

以
て
漢
文
学
派
研
究
の
員
に
備
る
も
杜
撰
の
誹
を
免
れ
ざ
ら
ん
こ

と
を
愧
る
の
み
」
と
、
大
阪
人
文
会
に
お
い
て
自
ら
が
「
漢
文
学

派
研
究
」
を
分
担
し
た
こ
と
に
触
れ
、
ま
た
人
文
会
の
講
演
に
お

い
て
も
、
冒
頭
で
「
私
は
昨
年
の
会
に
大
阪
の
儒
学
を
研
究
す
る

様
に
と
云
ふ
分
担
を
承
知
致
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
て
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
叙
論
で
天
囚
は
、
大
阪
人
文
会
に

お
け
る
分
担
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
資
料
を
提
供
し
た
濱
・
大

田
の
二
人
が
同
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
い
な
い
点
で
あ

る
。
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天
囚
が
懐
徳
堂
を
研
究
す
る
直
接
の
契
機
が
、明
治
四
三
年（
一

九
二
〇
）
八
月
一
九
日
に
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
九
月
四
日
に

発
会
式
が
開
催
さ
れ
て
活
動
を
開
始
し
た
大
阪
人
文
会
に
お
い

て
、
天
囚
が
大
阪
儒
学
の
研
究
を
分
担
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九

月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
の
発
会
式
を
報
ず
る
、
翌
日

付
の
大
阪
朝
日
新
聞
朝
刊
の
記
事
「
大
阪
人
文
会
創
立
」
に
お
い

て
、
天
囚
の
研
究
事
項
が
「
大
阪
の
儒
学
派
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る（

８
）。

こ
の
た
め
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の

叙
論
に
お
い
て
天
囚
が
、
研
究
に
取
り
組
む
経
緯
の
説
明
と
し
て

大
阪
人
文
会
で
の
分
担
に
言
及
し
、
濱
・
大
田
両
名
が
同
会
の
会

員
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
そ
う

し
た
言
及
が
な
い
の
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
が
大
阪
儒
学
に
関

す
る
研
究
成
果
の
報
告
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
研
究
に
取
り
組
む
経
緯
に
つ
い
て
は
説
明
す
る
に
及
ば
な
い
と

天
囚
が
判
断
し
、
割
愛
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
を
「
極
く
略
し
て
」
述

べ
た
大
阪
人
文
会
で
の
講
演
は
、
同
会
の
会
員
が
集
ま
る
前
で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
会
の
分
担
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
の
は
自
然
な
こ
と
と
見
て
よ
い
。
ま
た
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
の
連
載
に
お
い
て
同
会
に
お
け
る
自
ら
の
分
担
に
つ
い
て
言

及
し
た
の
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
読
者
に
向
け
て
大
阪
人
文
会
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
天
囚
が
機

会
あ
る
毎
に
大
阪
人
文
会
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
序
説
に
加
え
て
、
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に

は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
九
月
の
大
阪
人
文
会
の
発
会
式
以

来
、
同
会
の
例
会
の
活
動
が
第
五
次
例
会
を
除
い
て
毎
回
報
じ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
例
会
の
記
事
は
天
囚
が
執
筆
し
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る（

９
）。

大
阪
儒
学
研
究
の
成
果

報
告
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
は
、
そ
う
し

た
市
民
向
け
の
ア
ピ
ー
ル
は
必
要
な
く
、
後
述
す
る
実
証
的
な
研

究
の
成
果
の
み
が
述
べ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三　

章
・
節
の
構
成

続
い
て
本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
構
成
に
つ

い
て
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
構
成
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
検

討
す
る
。

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
叙
論
、
及
び
五
井
持
軒
・
五
井
蘭
洲
の

各
章
、
並
び
に
両
章
に
含
ま
れ
る
各
節
の
見
出
し
と
位
置
と
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

叙
論
（
第
一
葉
表
二
行
目
～
第
五
葉
表
九
行
目
）
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五
井
持
軒
（
第
五
葉
表
十
行
目
）

家
系
及
生
年
（
第
五
葉
表
十
一
行
目
～
第
六
葉
裏
一
行

目
）

修
学　

其
師
承
（
第
六
葉
裏
二
行
目
～
第
七
葉
裏
一
行

目
）

教
授
及
ひ
礼
聘
（
第
七
葉
裏
二
行
目
～
第
八
葉
表
十
行

目
）

学
説
（
第
八
葉
表
十
一
行
目
～
第
九
葉
表
九
行
目
）

著
述
（
第
九
葉
表
十
行
目
～
第
九
葉
裏
六
行
目
）

人
物
徳
行（
第
九
葉
裏
七
行
目
～
第
十
一
葉
表
八
行
目
）

臨
終
（
第
十
一
葉
表
九
行
目
～
第
十
一
葉
裏
十
行
目
）

妻
子（
第
十
一
葉
裏
十
一
行
目
～
第
十
二
葉
裏
四
行
目
）

有
朋
賛
語
（
第
一
二
葉
裏
六
行
目
～
第
十
四
葉
表
二
行

目
）

五
井
蘭
洲
（
第
十
四
葉
表
五
行
目
～
同
七
行
目
）

自
叙
伝（
第
十
四
葉
表
八
行
目
～
第
十
五
葉
表
八
行
目
）

幼
時
（
第
十
五
葉
表
九
行
目
～
第
十
六
葉
表
三
行
目
）

講
学
（
第
十
六
葉
表
四
行
目
～
第
十
七
葉
裏
二
行
目
）

父
母
之
喪
（
第
十
七
葉
裏
三
行
目
～
第
十
八
葉
表
五
行

目
）

釈
褐
津
軽
（
第
十
八
葉
表
六
行
目
～
第
二
十
葉
表
六
行

目
）

三
宅
石
菴
（
第
二
十
葉
表
七
行
目
～
第
二
十
一
葉
表
六

行
目
）

懐
徳
堂
助
教
（
第
二
十
一
葉
裏
一
行
目
～
第
二
十
九
葉

裏
五
行
目
）

中
風
病
歿
（
第
二
十
九
葉
裏
八
行
目
～
第
三
十
一
葉
裏

十
行
目
）

子
孫
（
第
三
十
二
葉
表
一
行
目
～
第
三
十
四
葉
裏
十
二

行
目
）

学
術
著
書
（
第
三
十
五
葉
一
行
目
～
第
三
十
八
葉
表
一

行
目
）

風
采
人
物
（
第
三
十
八
葉
表
二
行
目
～
第
三
十
八
葉
裏

九
行
目
）

教
育
之
功
（
第
三
十
九
葉
第
一
行
目
～
第
四
十
三
葉
表

九
行
目
）

通
儒
全
才
（
第
四
十
三
葉
表
十
行
目
～
第
四
十
四
葉
表

五
行
目
）

著
撰
書
目
改
題
略
（
第
四
十
四
葉
表
七
行
目
～
第
四
十

九
葉
表
三
行
目
）

五
井
蘭
洲
の
章
の
「
釈
褐
津
軽
」
の
節
の
墨
筆
で
記
さ
れ
た
見

出
し
に
は
、
朱
筆
で
そ
の
上
に
「（
後
）」、
そ
の
下
に
「
入
于
懐

徳
堂
壁
書
之
次
」（
懐
徳
堂
壁
書
の
次
に
入
る
）
と
書
き
込
ま
れ

西村天囚の懐徳堂研究と『懐徳堂考之一』 ― 竹田健二

93



て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
か
ら
墨
筆
の
線
が
記
さ
れ
て

見
せ
消
ち
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
次
の
節
の
墨
筆
で
記
さ
れ

た
「
三
宅
石
菴
」
の
見
出
し
に
も
、
朱
筆
で
そ
の
上
に
「（
前
）」、

そ
の
下
に
の
下
に
墨
筆
で
「
入
于
持
軒
傳
之
後
蘭
洲
傳
之
前
」（
持

軒
伝
の
後
、
蘭
洲
伝
の
前
に
入
る
）
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
但

し
、「
三
宅
石
菴
」
の
見
出
し
に
附
さ
れ
た
書
き
込
み
は
見
せ
消

ち
と
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、「
懐
徳
堂
壁
書
」
と
の
見
出
し
の

節
は
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
前
半
部
に
存
在
し
な
い
が
、「
懐
徳

堂
助
教
」
の
節
の
中
に
懐
徳
堂
壁
書
が
『
懐
徳
堂
内
事
記
』
か
ら

引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
懐
徳
堂
壁
書
」
と
は
お
そ
ら

く
「
懐
徳
堂
助
教
」
節
の
こ
と
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
朱
筆
の
書
き
込
み
は
、
天
囚
は
当
初
「
釈
褐
津
軽
」・「
三
宅
石

菴
」・「
懐
徳
堂
助
教
」
の
各
節
を
こ
の
順
に
執
筆
し
、
そ
の
後
一

旦
は
「
釈
褐
津
軽
」
と
「
三
宅
石
菴
」
と
の
順
序
を
入
れ
替
え
る

こ
と
と
し
た
が
、
そ
の
後
そ
の
入
れ
替
え
を
取
り
止
め
て
、「
三

宅
石
菴
」
の
節
を
持
軒
の
章
の
末
尾
に
移
動
し
、
か
つ
「
釈
褐
津

軽
」
の
節
を
「
懐
徳
堂
助
教
」
の
節
の
後
に
移
動
し
よ
う
と
し
た

こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

『
懐
徳
堂
考
』上
巻
の
二
〇
回
に
及
ぶ
連
載
は
、以
下
の
よ
う
に
、

各
回
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
か
ら
三
つ
の
節
が
掲
載
さ
れ
た（
（1
（

。

（
一
）	

序
説

（
二
）	

○
五
井
蘭
洲
の
父
祖
○
持
軒
の
師
承
○
四
書
屋
加
助

（
三
）	�


○
持
軒
の
学
○
持
軒
の
風
貌
性
行
○
持
軒
臨
終
と
妻
子

（
四
）	

○
三
宅
石
菴
の
来
歴
○
石
菴
と
持
軒

（
五
）	

○
五
井
蘭
洲
の
生
立
○
中
井
甃
菴
の
来
阪

（
六
）	�



○
蘭
洲
と
甃
菴
○
蘭
洲
至
孝
と
大
火
○
石
菴
と
含
翠
堂（
（1
（

（
七
）	

○
懐
徳
堂
創
立

（
八
）	�



○
懐
徳
堂
開
講　

石
菴
坐
談
▲
蘭
洲
日
講
▲
誠
所
助

講
▲
執
斎
東
涯
の
来
講
○
懐
徳
堂
の
壁
書

（
九
）	

○
懐
徳
堂
の
学
風
○
塾
舎
及
び
規
約

（
十
）	

○
石
菴
の
学
問
著
述
○
石
菴
の
生
平
歿
年

（
十
一
）	

○
甃
菴
と
懐
徳
堂

（
十
二
）	

○
甃
菴
の
学
術
性
行
○
甃
菴
の
遺
言

（
十
三
）	

○
蘭
洲
の
西
帰

（
十
四
）	

○
蘭
洲
と
懐
徳
堂

（
十
五
）	

○
蘭
洲
の
学
術

（
十
六
）	

○
蘭
洲
の
著
書

（
十
七
）	

○
蘭
洲
の
風
采
人
物
○
蘭
洲
の
晩
年
と
子
孫

（
十
八
）	

○
三
宅
春
楼
○
五
同
志
（
上
）

（
十
九
）	

○
五
同
志
（
中
）
附
富
永
仲
基

（
二
十
）	

○
五
同
志
（
下
）
○
諸
同
志
人
名

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
見
出
し
・
本
文
が
、
和
文
の
資
料
を
引
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用
し
た
箇
所
を
除
い
て
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
は
見
出
し
・
本
文
と
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ

る
た
め
、
両
者
の
見
出
し
・
本
文
の
表
現
に
は
も
と
よ
り
異
な
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
節
の
内
容
に
は
か
な
り
重
複
が
認
め

ら
れ
、
特
に
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
持
軒
の
章
の
各
節
は
、
一
部

結
合
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
第 

一
～
三
回
に
掲
載
さ
れ
た
各
節
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

蘭
洲
の
章
の
各
節
も
、
部
分
的
に
節
の
順
序
の
変
更
や
節
の
結

合
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
各
節
と
『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
の
各
節
と
の
間
に
は
、
概
ね
対
応
が
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』の「
父
母
之
喪
」・「
三
宅
石
菴
」・

「
学
術
著
書
」・「
風
采
人
物
」・「
著
撰
書
目
改
題
略
」
の
各
節
は
、

概
ね
連
載
の
「
蘭
洲
至
孝
と
大
火
」・「
三
宅
石
菴
の
来
歴
」・「
蘭

洲
の
学
術
」・「
蘭
洲
の
風
采
人
物
」・「
蘭
洲
の
著
書
」
の
各
節
に

相
当
す
る
。
ま
た
「
釈
褐
津
軽
」
の
節
と
「
通
儒
全
才
」
の
節
と

は
、
連
載
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
蘭
洲
の
西
帰
」・「
蘭
洲
の
学

術
」
の
節
に
含
ま
れ
て
お
り
、「
懐
徳
堂
助
教
」
の
節
の
内
容
は

連
載
の
「
懐
徳
堂
創
立
」・「
懐
徳
堂
開
講
」・「
懐
徳
堂
の
学
風
」

の
節
に
含
ま
れ
て
い
る
。更
に
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』の「
自
叙
伝
」・

「
幼
時
」・「
講
学
」
の
節
、
ま
た
「
中
風
病
歿
」・「
子
孫
」
の
節
は
、

連
載
で
は
そ
れ
ぞ
れ
結
合
さ
れ
て
「
五
井
蘭
洲
の
生
立
」・「
蘭
洲

の
晩
年
と
子
孫
」と
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
之
功
」の
節
の
内
容
は
、

連
載
で
は
概
ね
「
蘭
洲
の
学
術
」・「
三
宅
春
楼
」
の
節
に
含
ま
れ

て
い
る
。

し
か
し
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
「
懐
徳
堂
創
立
」・「
懐
徳
堂

開
講
」・「
懐
徳
堂
の
壁
書
」・「
懐
徳
堂
の
学
風
」・「
塾
舎
及
び
規

約
」
の
諸
節
は
、
内
容
的
に
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
蘭
洲
の
章
の

「
懐
徳
堂
助
教
」
の
節
の
中
に
部
分
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
節
と
し
て
対
応
す
る
も
の
が
存
在
し
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
執
筆
に
あ
た
り
、
天

囚
は
基
本
的
に
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
各
章
・
節
の
構
成
や
内

容
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
特
に
蘭
洲
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
に

つ
い
て
、
創
設
期
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
叙
述
を
充
実
さ
せ
る
た
め

新
た
な
節
を
大
幅
に
加
え
て
再
構
成
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
前
述
し

た
よ
う
に
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
列
伝
形
式
を
放
棄
し
た
こ
と
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
や
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
を
執
筆
し

た
明
治
四
三
年
一
月
か
ら
二
月
の
段
階
に
お
い
て
、
天
囚
の
懐
徳

堂
に
対
す
る
理
解
を
支
え
て
い
た
の
は
、
主
に
大
田
源
之
助
か
ら

提
供
を
受
け
た
『
蘭
洲
遺
稿
』
の
記
述
と
『
懐
徳
堂
資
料
』
と
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
天
囚
は
、
特
に
『
懐
徳
堂
資

料
』
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
列

伝
形
式
を
放
棄
し
、
新
た
な
節
を
加
え
て
再
構
成
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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大
田
が
天
囚
に
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
資
料
』
と
は
、
大
田
が
大

阪
市
史
編
纂
掛
が
『
大
阪
市
史
』
編
纂
の
た
め
に
蒐
集
し
た
資
料

の
中
の
、
懐
徳
堂
関
係
の
も
の
を
書
写
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

り
、
大
田
は
『
蘭
洲
遺
稿
』
に
続
い
て
、『
懐
徳
堂
資
料
』・『
浪

華
名
家
碑
文
集
』
も
天
囚
に
提
供
し
た（
（1
（

。『
懐
徳
堂
記
録
』
の
中

に
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
二
月
に
中
井
木
菟
麻
呂
が

大
阪
市
史
編
纂
掛
の
幸
田
成
友
に
送
っ
た「
学
問
所
建
立
記
録
」・

「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
履
軒
先
生
肖
像
」・「
懐
徳
堂
内
事
記
」・

「
懐
徳
堂
外
事
記
」・「
学
校
公
務
記
録
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
三

宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
ヘ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・

「
義
金
助
成
金
簿
」・「
御
同
志
中
相
談
覚
」
の
他
に
、
明
治
四
二

年
（
一
九
〇
九
）
二
月
に
送
っ
た
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」、
並
び

に
森
本
専
助
が
大
阪
市
史
編
纂
掛
に
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
定
約
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
天
囚
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
を
執
筆
す
る

際
に
も
、『
懐
徳
堂
記
録
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
を
活
用
し
て

い
る
。
例
え
ば
、「
釈
褐
津
軽
」
節
の
頭
注
に
は
『
懐
徳
堂
内
事
記
』

か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
ま
た
別
に
『
懐
徳
堂
外
事
記
』
も
注
記
の

中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
複
数
の
節
に
は
『
浪
華
名
家
碑

文
集
』
所
収
の
竹
山
撰
の
蘭
洲
の
墓
碑
銘
「
蘭
洲
五
井
先
生
之
墓
」

か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
加
え
て
、
大
阪
人
文
会
に
お
け
る
講
演
の

中
で
も
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
内
事
記
』
所
収
の
懐
徳
堂
の
壁
書
に

言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
「
塾
舎
及
び
規
約
」

節
に
は
、
懐
徳
堂
に
お
け
る
謝
儀
に
つ
い
て
『
懐
徳
堂
内
事
記
』

の
引
用
が
あ
る
が
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
は
謝
儀
に
関
す
る
記

述
は
な
い
。
天
囚
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
九
日
の

大
阪
人
文
会
で
の
講
演
ま
で
に
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
執

筆
を
終
え
て
い
た
わ
け
だ
が
、『
懐
徳
堂
記
録
』・『
浪
華
名
家
碑

文
集
』
を
入
手
し
て
か
ら
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
を
執
筆
す
る
ま
で

の
期
間
は
非
常
に
短
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
間
的
制
約
の
た
め
、

天
囚
が
『
懐
徳
堂
記
録
』
か
ら
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
取
り
込
む

こ
と
の
で
き
た
情
報
に
は
限
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
囚
が
大
田
の
提
供
し
た
資
料
を
入
手
し
た
時
期
は
、
一
般
財

団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
二
〇
一
六
年
に
購
入
し
、
大
阪
大
学
附

属
図
書
館
総
合
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
大
田
源
之
助
の
『
書
籍
貸

借
録
』
の
記
述
に
よ
り
概
ね
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天

囚
が
『
蘭
洲
遺
稿
』
を
入
手
し
た
の
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

一
月
一
五
日
以
降
で
あ
り
、
ま
た
『
懐
徳
堂
記
録
』・『
浪
華
名
家

碑
文
集
』
を
入
手
し
た
の
は
同
月
二
三
日
で
あ
る（
（1
（

。
前
述
の
通
り
、

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
が
始
ま
っ
た
時
点
で
、
天
囚
は
そ
の

原
稿
の
す
べ
て
を
完
成
さ
せ
て
は
お
ら
ず
、
連
載
開
始
後
に
執
筆

し
た
節
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
は
お
そ
ら
く
、
大
田
の

提
供
し
た
資
料
か
ら
懐
徳
堂
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
つ
つ
連
載
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の
原
稿
を
執
筆
し
、
そ
の
中
で
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
は
無
か
っ

た
新
た
な
節
を
設
け
て
、
創
設
期
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
叙
述
を
充

実
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る（
（1
（

。

以
上
、
本
章
で
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
と
『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
と
の
構
成
や
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
次
章
で
は
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
叙
述
を
通
し
て
窺
え
る
、
天
囚
の
研
究

姿
勢
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

四　

典
拠
の
明
示

『
懐
徳
堂
考
之
一
』
前
半
部
の
本
文
は
基
本
的
に
、
依
拠
し
た

資
料
の
引
用
と
天
囚
自
身
の
文
章
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
記
述
に
お
い
て
は
、

引
用
し
た
資
料
の
名
が
個
々
に
明
示
さ
れ
て
お
り
、『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
と
較
べ
て
、
実
証
的
な
研
究
の
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

例
と
し
て
、
先
ず
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
「
持
軒
の
師
承
」
節

を
見
て
み
よ
う
。

持
軒
幼
よ
り
態
度
凡
な
ら
ず
、
祖
父
守
香
と
同
居
し
て
其
の

庭
訓
を
受
け
、
年
十
五
の
明
曆
元
年
（
此
歳
如
竹
歿
）
に
は
、

笈
を
負
ひ
京
師
に
游
び
て
、
伊
藤
仁
齋
中
村
惕
齋
二
翁
に
師

事
し
、
貝
原
益
軒
兄
弟
（
兄
の
存
齋
か
弟
の
恥
軒
か
不
詳
）、

及
び
松
下
見
林
等
と
交
れ
り
、
持
軒
十
五
の
時
に
は
、
惕
齋

年
二
十
七
に
し
て
朱
學
を
篤
信
し
、
仁
齋
は
三
十
、
學
風
未

だ
一
變
せ
ず
、益
軒
も
亦
未
だ
大
疑
を
發
せ
ざ
る
時
な
れ
ば
、

持
軒
は
此
の
諸
儒
に
從
ひ
て
、程
朱
の
學
を
硏
窮
せ
し
な
り
、

時
に
山
崎
闇
齋
京
に
在
り
て
儒
宗
と
稱
せ
ら
る
、
持
軒
往
き

て
見
ん
と
欲
し
、
之
を
益
軒
に
謀
り
し
に
、
益
軒
之
を
可
と

せ
ざ
り
け
る
よ
り
止
み
た
り
と
ぞ
。

儒
醫
兼
學
は
當
時
の
習
尚
な
り
、
持
軒
も
初
め
醫
方
を
向
井

靈
蘭
（
元
升
）
中
島
長
安
二
子
に
學
び
、
名
を
重
節
と
稱
し

き
、
或
る
時
一
婦
人
を
療
治
し
て
方
劑
を
誤
り
し
よ
り
、
予

は
之
を
活
さ
ん
と
し
て
、
反
て
之
を
死
に
致
せ
し
こ
そ
淺
ま

し
け
れ
と
て
、
遂
に
醫
を
改
め
て
儒
と
爲
れ
り
、
時
に
備
前

の
芳
烈
公
は
、
儒
術
を
尊
崇
し
て
、
學
校
を
設
け
聖
廟
を
建

て
、
儒
生
を
重
用
せ
ら
れ
け
る
よ
り
、
持
軒
も
亦
備
前
に
遊

べ
り
、
人
の
之
を
公
に
薦
む
る
者
あ
り
し
が
爲
に
や
、
行
狀

に
は
意
喜
び
ざ
る
有
り
て
、
復
た
京
師
に
反
る
と
あ
り
、
時

に
熊
澤
蕃
山
は
已
に
備
を
去
り
し
後
な
る
が
、
如
何
な
る
事

情
か
あ
り
け
ん
。

十
五
洛
に
入
て
よ
り
十
年
餘
の
游
學
に
、
業
成
り
て
大
阪
に

歸
り
し
は
、
實
に
年
三
十
の
寬
文
十
年
な
り
き
。
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持
軒
入
洛
。
游
伊
藤
仁
斎
中
村
惕
斎
二
先
生
之
門
。
持
軒
少
於

仁
斎
十
五
歳
。
仁
斎
唱
古
学
。
号
古
義
堂
。
在
三
十
六
時
。
東
涯

行
状
持
軒
當
是
二
十
一
二
。
惕
斎
生
於
寛
永
六
年
。
長
於
持

軒
十
二
歳
。

持
軒
以
十
五
入
洛
。
則
仁
斎
三
十
学
風
未
一
変
。
惕
斎
時
年

二
十
七
也
。（
碑
文
云
逮
成
童
游
学
在
都
）

行
状
云
。
与
貝
原
玄
湛
存
齋
名
元
瑞（

マ
マ
）、

益
軒
、
松
下
見
林
、
諸

先
生
友
善
。

碑
文
云
。
其
所
尊
信
者
。
仲
村
惕
斎
先
生
。
而
先
子
亦
與
焉
。

貝
原
二
先
生
。
益
軒
恥
軒
及
松
下
見
林
。
栗
栖
八
尾
等
諸
老
。

皆
其
所
友
善
也
。
益
軒
長
於
持
軒
十
一
歳
。

惕
斎
篤
信
朱
学
。
仁
斎
亦
始
修
宋
学
。
持
軒
之
学
可
知
也
。

與
益
軒
交
。
亦
在
未
著
大
疑
録
之
前
。

初
学
医
方
於
向
井
元
升
。
行
状
中
嶋
長
安
二
子
。
行
状
初
為
医
称

重
節
。
碑
文
療
一
婦
人
。
方
剤
不
適
。
乃
嘆
曰
。
将
以
活
之
。

反
致
人
死
。
遂
改
業
為
儒
。

行
状
云
。
山
崎
闇
斎
亦
一
時
儒
宗
。
乃
欲
往
見
之
。
謀
之
益

軒
。
益
軒
不
可
乃
止
。

時
備
陽
侯
方
隆
推
儒
術
。
建
孔
廟
。
設
教
館
。
逢
掖
輻
湊
。

於
是
如
備
。
然
意
有
不
喜
。
復
反
京
師
。
留
学
凡
十
數
年
其

或
見
蕃
山
乎
蕃
山
以
明
暦
三
年
去
備
入
京
寛
文
九
年
自
赤

（
マ
マ
）

石
入
岡
山
。
寛
文
十

年
。
業
成
歸
大
阪
。
時
年

（
マ
マ
）三

十
矣
。

「
行
狀
に
は
意
喜
び
ざ
る
有
り
て
、
復
た
京
師
に
反
る
と
あ
り
」

と
、
持
軒
は
芳
烈
公
（
池
田
光
政
）
の
治
め
る
備
前
藩
に
い
た
こ

と
が
あ
り
、
何
ら
か
の
不
満
が
あ
っ
て
京
に
戻
っ
た
と
「
行
状
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
引
用
し
た
一
箇
所
を
除
い
て
は
、
記
述

の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
天
囚

は
冒
頭
の
「
五
井
蘭
洲
の
父
祖
」
節
の
中
で
「
五
井
蘭
洲
に
持
軒

先
生
行
状
（
鷄
肋
篇
）
あ
り
、
伊
藤
東
涯
に
持
軒
先
生
五
井
君
墓

碑
銘
（
紹
述
先
生
文
集
）
あ
り
、
梁
田
蛻
巖
は
医
官
柳
川
牛
山
に

代
り
て
持
軒
先
生
伝
（
蛻
巖
集
）
を
作
れ
り
、
三
者
を
參
看
し
て

其
の
事
蹟
を
按
ず
」
と
、
以
下
の
記
述
は
「
行
状
」・「
碑
文
」・「
蛻

巖
集
」
の
三
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
い
る（
（1
（

。
冒
頭
に
典
拠

を
ま
と
め
て
示
し
、
基
本
的
に
個
々
の
記
述
の
典
拠
に
は
触
れ
な

い
形
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
「
五
井
持
軒
」
の
章
の

冒
頭
の
「
家
系
及
生
年
」
節
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。行

状
云
。
態
度
不
凡
。　（

マ
マ
）

　

為
父
祖
鍾
愛
。
成
童
志
於
学
。

負
笈
之
京
師
。
其
成
童
為
明
暦
元
年
。
如
竹
以
此
歳
歿
。

蛻
岩
集
云
。
先
生
同
禅
休
居
。
習
読
写
。
稍
長
。
志
和
歌
。

受
業
下
河
辺
長
流
。
聞
萬
葉
古
今
等
要
義
。
既
入
洛
。
与
当

時
諸
名
儒
。
研
窮
程
朱
之
学
。
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【
書
き
下
し
文
】

「
行
状
」
に
云
ふ
、「
態
度
凡
な
ら
ず
、
父
祖
の
鍾
愛
と
為
る
。

成
童
に
し
て
学
に
志
す
。
笈
を
負
ひ
て
京
師
に
之
く
」
と
。

其
の
成
童
た
る
は
明
暦
元
年
為
り
。
如
竹
此
の
歳
を
以
て
歿
す
。

『
蛻
巖
集
』
に
云
ふ
、「
先
生
禅
休
と
同と

も

に
居
り
、
読
写
を
習

ふ
。
稍
長
じ
て
、
和
歌
に
志
し
、
業
を
下
河
辺
長
流
に
受
け
、

万
葉
古
今
等
の
要
義
を
聞
く
。
既
に
し
て
洛
に
入
り
、
当
時

の
諸
名
儒
と
、
程
朱
の
学
を
研
窮
す
」
と
。

持
軒　

洛
に
入
り
て
、
伊
藤
仁
斎
・
中
村
惕
斎
二
先
生
の
門

に
游
ぶ
。持
軒
仁
斎
よ
り
少
き
こ
と
十
五
歳
な
り
。
仁
斎
古
学
を
唱
へ
て
、

古
義
堂
と
号
す
る
こ
と
三
十
六
の
時
に
在
り
、
東
涯
「
行
状
」

持
軒
当
に
是
れ
二
十
一
・
二
な
る
べ
し
。
惕
斎
寛
永
六
年
に

生
ま
れ
、
持
軒
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
二
歳
な
り
。

持
軒
十
五
を
以
て
洛
に
入
れ
ば
、
則
ち
仁
斎
三
十
に
し
て
学

風
未
だ
一
変
せ
ず
。
惕
斎
時
に
年
二
十
七
な
り
。（「
碑
文
」

に
云
ふ
、「
成
童
に
逮
び
て
游
学
し
て
都
に
在
り
」
と
。）

「
行
状
」
に
云
ふ
、「
貝
原
玄
湛
存
齋
、
名
は
元
端
、
益
軒
、
松
下

見
林
、
諸
先
生
と
友
善
た
り
」
と
。

「
碑
文
」
に
云
ふ
、「
其
の
尊
信
す
る
所
の
者
は
、
仲
村
惕
斎

先
生
に
し
て
、
先
子
も
亦
た
焉
に
与
す
。
貝
原
二
先
生
益
軒

恥
軒
、
及
び
松
下
・
栗
栖
・
八
尾
等
の
諸
老
は
、
皆
其
の
友

善
た
る
所
の
者
な
り
」
と
。
益
軒
持
軒
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
一
歳
。

惕
斎
篤
く
朱
学
を
信
ず
。仁
斎
も
亦
た
始
め
宋
学
を
修
む
。

持
軒
の
学
知
る
可
き
な
り
。
益
軒
と
交
る
も
、
亦
た
未
だ

『
大
疑
録
』
を
著
さ
ざ
る
の
前
に
在
り
。

初
め
医
方
を
向
井
元
升
「
行
状
」・
中
嶋
長
安
二
子
に
学
ぶ
。「
行

状
」
に
い
ふ
、「
初
め
医
を
為
び
重
節
と
称
す
」
と
。「
碑
文
」
に
い
ふ
、「
一
婦
人

を
療
す
に
、
方
剤
適
せ
ず
。
乃
ち
嘆
き
て
曰
は
く
、『
将
に

以
て
之
を
治
め
ん
と
し
て
、
反
り
て
人
を
死
に
致
す
』
と
。

遂
に
業
を
改
め
て
儒
と
為
る
」
と
。「
行
状
」
に
云
ふ
、「
山

崎
闇
斎
も
亦
た
一
時
の
儒
宗
た
り
。
乃
ち
往
き
て
之
に
見
え

ん
と
欲
し
、
之
を
益
軒
に
謀
る
に
、
益
軒
可
と
せ
ず
、
乃
ち

止
む
。

時
に
備
陽
侯
方
に
儒
術
を
隆
推
し
、
孔
廟
を
建
て
、
教
館
を

設
け
、
逢
掖　

輻
湊
す
。
是
に
於
て
備
に
如ゆ

く
。
然
れ
ど
も

意
喜
ば
ざ
る
有
り
、
復
た
京
師
に
反
る
。
留
学
凡
そ
十
数
年

其
れ
或
は
蕃
山
を
見
る
か
、
蕃
山
明
暦
三
年
を
以
て
備
を
去
り
京
に
入
る
。
寛
文
九
年

明
石
よ
り
岡
山
に
入
る
。

寛
文
十
年
、
業
成
り
大
阪
に
帰
る
」
と
。
時
に
年
三
十
な
り
。

天
囚
は
「
行
状
」・「
碑
文
」・「
蛻
巖
集
」
か
ら
関
連
す
る
記
述

を
引
用
し
、
そ
の
上
で
持
軒
の
修
学
に
つ
い
て
の
自
ら
の
考
え
を

注
や
本
文
に
織
り
交
ぜ
て
論
述
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
懐
徳
堂
考

之
一
』
に
お
け
る
天
囚
の
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
引
用
さ
れ
た
個
々
の
資
料
の
名
が
基
本
的
に

す
べ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る（
（1
（

。
先
に
見
た
『
懐
徳
堂
考
』

上
巻
の
記
述
は
、
天
囚
が
三
種
の
資
料
の
中
の
ど
の
資
料
に
基
づ

い
て
い
る
の
か
が
ほ
と
ん
ど
判
別
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

実
証
性
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
か
ね
な
い
危
険
性
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
典
拠
を
個
々
に
示
し
て
い
る
『
懐
徳
堂
考
之

一
』
に
は
、
そ
う
し
た
問
題
が
生
ず
る
恐
れ
は
な
い
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
持
軒
が
当
初
医
学
を
向
井
元
升
に
学
ん
だ

こ
と
を
述
べ
る
「
初
学
医
方
於
向
井
元
升
」
と
の
一
文
は
「
碑
文
」

と
「
行
状
」
と
の
両
方
に
あ
る
が
、「
碑
文
」
は
「
向
井
元
升
」

に
続
い
て
「
中
嶋
長
安
二
子
」
と
あ
り
、「
行
状
」
は
中
嶋
に
つ

い
て
触
れ
て
い
な
い
。
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
「
向

井
元
升
」
の
語
の
後
に
割
り
注
で
「
行
状
」
と
記
し
、
続
け
て
「
中

嶋
長
安
二
子
」と
本
文
に
記
し
た
上
で
、そ
の
後
の
割
り
注
に「
行

状
初
為
医
称
重
節
」（
行
状
に
、
初
め
医
を
為
び
重
節
と
称
す
）

と
の
「
行
状
」
の
別
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
情
報
と
、「
碑
文
」

の
語
と
を
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
依
拠
し

た
二
種
の
資
料
の
記
述
の
違
い
を
も
示
そ
う
と
し
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る（
（1
（

。
天
囚
の
慎
重
な
資
料
の
扱
い
と
丁
寧
な
考
証
と
が
窺
え

る
。も

っ
と
も
、
天
囚
自
身
の
文
章
で
あ
る
「
持
軒
入
洛
。」
に
続

く
「
游
伊
藤
仁
斎
中
村
惕
斎
二
先
生
之
門
」（
伊
藤
仁
斎
・
中
村

惕
斎
二
先
生
の
門
に
游
ぶ
）
の
一
文
は
、
一
見
す
る
と
天
囚
の
地

の
文
に
見
え
る
が
、
実
は
「
行
状
」
の
中
に
存
在
す
る
。
天
囚
は

「
行
状
」
か
ら
引
用
し
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
明
示
し
忘
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
引
用
の
際
の
誤
字
も
認
め
ら
れ（
（1
（

、
そ
う
し

た
瑕
疵
も
一
部
認
め
ら
れ
る
が
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て

天
囚
は
、
基
本
的
に
丹
念
に
出
拠
を
示
し
、
実
証
的
に
論
述
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』

が
大
阪
人
文
会
で
分
担
し
た
研
究
の
成
果
報
告
書
と
し
て
執
筆
さ

れ
た
こ
と
と
お
そ
ら
く
深
く
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
も
典
拠
が
示
さ
れ

る
こ
と
は
あ
る
。
例
え
ば
「
懐
徳
堂
の
学
風
」
節
と
「
蘭
洲
の
西

帰
」節
と
に
お
い
て
は
、『
懐
徳
堂
記
録
』に
収
録
さ
れ
て
い
る『
懐

徳
堂
内
事
記
』
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
「
懐
徳
堂

の
学
風
」
節
に
は
、『
懐
徳
堂
内
事
記
』・『
懐
徳
堂
定
約
』・『
懐

徳
堂
内
事
記
』・『
懐
徳
堂
定
約
』
を
典
拠
と
す
る
記
述
が
、
典
拠

を
示
し
つ
つ
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
と

比
較
し
て
、『
懐
徳
堂
考
』
に
は
記
述
の
典
拠
を
明
示
す
る
こ
と

が
圧
倒
的
に
少
な
く（
（1
（

、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記
述
か
ら
は
根
拠

と
な
っ
た
資
料
が
不
明
で
あ
っ
て
も
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
内

容
の
重
複
す
る
部
分
の
記
述
と
照
合
す
る
な
ら
ば
、
天
囚
の
依
拠

し
た
資
料
が
詳
細
に
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、『
懐

徳
堂
考
之
一
』
は
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
が
実
証
的
で
あ
っ
た
こ
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と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
天
囚
の
学
問
を
理
解
す
る
上
で
極

め
て
重
要
な
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
連
載
が
掲
載
さ
れ
た
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
二
月
に
は
、
同
年
一
月
末
の
大
阪
人
文
会
の
例
会
に
お

い
て
決
ま
っ
た
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
準

備
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
天
囚
は
、
同
年
四
月
か
ら
朝
日
新
聞

主
催
の
世
界
一
周
に
出
か
け
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
た

め
、こ
の
時
期
の
天
囚
は
か
な
り
多
忙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

天
囚
が
そ
の
中
で
『
懐
徳
堂
記
録
』
な
ど
の
資
料
を
読
み
進
め
、

他
の
資
料
を
も
蒐
集
し
、
か
つ
調
査
も
行
い
な
が
ら
、『
懐
徳
堂

考
之
一
』前
半
部
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
大
幅
な
改
変
を
加
え
て『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
を
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
天
囚
の
資
料
の
読

解
と
原
稿
の
執
筆
と
が
驚
異
的
な
早
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
草
稿
で
あ
る
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
発

見
に
よ
り
、
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
が
実
証
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
が
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
典
拠
の
明
示

が
少
な
い
の
は
、
や
は
り
そ
れ
が
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
一
般

向
け
の
も
の
で
あ
り
、
専
門
的
な
研
究
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
と
推
測
さ
れ
る
。
留
意
す
べ
き
点
は
、
天
囚
の
研
究
の

多
く
は
大
阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
て
お
り
、『
懐
徳
堂
考
』
上

巻
以
外
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
に
よ
り
何
ら
か
の
制
約
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注（
１
）
拙
稿
「
研
究
ノ
ー
ト
：
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
そ
の
草
稿
―
種
子

島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
よ
り
―
」（『
懐
徳
堂
研
究
』

第
一
〇
号
、
二
〇
一
九
年
）、「
翻
刻　

西
村
天
囚
著
『
懐
徳
堂
考
之
一
』

（
そ
の
一
）」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』第
五
五
巻
、二
〇
二
二
年
）、

同
「（
そ
の
二
）」（
同
第
五
六
巻
、
二
〇
二
三
年
）、
同
「
そ
の
三
」（
第

五
七
巻
、
二
〇
二
四
年
）、
同
「
そ
の
四
」（
第
五
八
巻
、
二
〇
二
五
年

刊
行
予
定
）
参
照
。

（
２
）
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
い
て
、
天
囚
は
こ
の
五
〇
枚
の
漢
文
の

草
稿
を
略
し
て
講
演
を
行
っ
た
。拙
稿「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚
述「
五

井
蘭
洲
」（
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
講
演
速
記
録
）」（『
国
語
教
育
論

叢
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
３
）
修
復
は
、
所
有
者
で
あ
る
西
村
貞
則
氏
の
諒
解
を
得
て
、
国
立
大
学
法

人
島
根
大
学
平
成
三
〇
年
度
萌
芽
研
究
部
門
「
西
村
天
囚
関
係
新
資
料

の
研
究
」（
代
表
者
：
竹
田
健
二
）
に
よ
り
行
っ
た
。
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（
４
）
以
下
、
資
料
を
引
用
す
る
際
、
漢
字
は
基
本
的
に
通
行
の
字
体
に
改
め

た
。

（
５
）
天
囚
の
代
表
的
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
学
界
の
偉
人
』（
明
治
四
十
四

年
一
月
、
杉
江
梁
江
堂
）
も
基
本
的
に
は
列
伝
形
式
で
あ
り
、
明
治
末

に
天
囚
が
取
り
組
ん
だ
近
世
漢
学
者
の
研
究
は
、
列
伝
形
式
を
基
本
と

し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
「
持
軒
の
師
承
」
の
節
に
お
い
て
も
、
天
囚
は
「
如

竹
去
て
持
軒
生
れ
し
は
、
其
の
替
身
と
も
謂
ふ
べ
き
か
」
と
ま
で
述
べ

て
い
る
。
な
お
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
天
囚
は
、
如
竹
散
人

に
続
く
大
坂
の
儒
者
と
し
て
一
井
鳳
梧
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
鳳
梧
に

対
す
る
天
囚
の
評
価
は
低
く
、『
浪
華
人
物
志
』
が
鳳
梧
を
大
坂
に
お

け
る
講
学
の
始
め
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
同
意
し
な
い
。ち
な
み
に『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
に
お
け
る
鳳
梧
へ
の
言
及
は
、
序
説
に
「
懐
徳
以
前
に

如
竹
鳳
梧
の
徒
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
他
、「
四
書
屋
加
助
」
節
に
お

い
て
、
如
竹
が
去
っ
た
後
は
鳳
梧
が
大
坂
で
活
動
し
た
が
、
そ
の
時
期

は
持
軒
よ
り
も
後
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
る
程
度
で
あ
る
。

（
７
）『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
序
説
や
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
は
、
懐

徳
堂
研
究
を
持
軒
・
蘭
洲
父
子
か
ら
始
め
る
理
由
と
し
て
、
蘭
洲
が
竹

山
・
履
軒
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。な
お
、『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
の
「
蘭
洲
の
学
術
」
節
で
天
囚
は
、
蘭
洲
は
「
眞
に
是

れ
通
儒
全
才
に
し
て
、
竹
山
履
軒
の
師
た
る
に
背
か
ざ
る
慶
元
以
來
の

大
阪
の
一
大
家
な
り
」
と
し
て
い
る
。

（
８
）
ち
な
み
に
、
こ
の
時
「
儒
家
事
蹟
」
の
事
項
を
分
担
し
た
の
は
「
濱
真

砂
、
太
田
蘆
隠
」、
す
な
わ
ち
濱
和
助
と
大
田
源
之
助
で
あ
る
。

（
９
）
多
治
比
郁
夫
「
中
之
島
図
書
館
物
語
「
大
阪
人
文
会
」
覚
え
書
」（
大

阪
府
立
図
書
館
報
『
な
に
わ
づ
』
七
二
号
、
一
九
七
八
年
）
は
、
大
阪

府
立
図
書
館
の
館
務
日
誌
の
記
事
と
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
と
に
基
づ

き
、
大
阪
人
文
会
の
発
会
式
か
ら
、
第
五
次
例
会
を
除
い
て
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）
一
一
月
開
催
の
第
七
次
例
会
ま
で
の
活
動
を
紹
介
し

て
い
る
。
多
治
比
氏
は
第
五
次
例
会
に
つ
い
て
不
明
と
す
る
が
、
明
治

四
三
年
七
月
に
通
常
の
大
阪
府
立
図
書
館
で
は
な
く
、網
島
の
料
亭「
鮒

宇
」
で
開
催
さ
れ
た
。
拙
稿
「
中
井
木
菟
麻
呂
が
受
け
継
い
だ
懐
徳
堂

の
遺
書
遺
物
―
小
笠
原
家
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
―
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
第
六
三
号
、
二
〇
一
七
年
。
後
『
懐
徳
堂
研
究
第
二
集
』［
汲

古
書
院
、
二
〇
一
八
年
］
に
収
録
）
参
照
。

（
10
）「
五
同
志
」
の
節
は
連
載
で
は
三
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
が
、
単
行

さ
れ
た
際
に
は
一
つ
の
節
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）「
石
菴
と
含
翠
堂
」
の
節
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
が
単
行
さ
れ

た
時
に
附
さ
れ
た
目
次
に
記
載
が
な
い
の
は
、
単
行
の
際
に
作
成
さ
れ

た
目
次
の
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」（『
懐
徳
堂

研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
六
年
）・「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
関

係
資
料
―
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い

て
―
」（『
懐
徳
』
第
八
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

懐徳堂研究　第 16 号　令和 7 年 2 月 28 日

102



（
13
）
拙
稿
「
懐
徳
堂
文
庫
新
収
資
料
中
の
太
田
源
之
助
旧
蔵
資
料
」（『
懐
徳

堂
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
七
年
）、
参
照
。

（
14
）『
懐
徳
堂
考
之
一
』
の
後
半
部
は
大
阪
人
文
会
で
の
講
演
の
後
に
記
さ

れ
た
と
見
ら
れ
る
。
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
『
拙
古
先
生

筆
記
』」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
二
二
年
）、「
西
村
天
囚

と
含
翠
堂
」（『
懐
徳
』
第
九
一
号
、
二
〇
二
三
年
）
参
照
。

（
15
）
こ
の
点
は
『
懐
徳
堂
考
之
一
』
に
お
い
て
も
「
持
軒
行
状
。
蘭
洲
撰
之
。

請
伊
藤
東
涯
作
墓
碑
銘
。
其
文
載
在
紹
述
先
生
文
集
。
持
軒
門
人
柳
川

牛
山
請
梁
蛻
巖
代
作
持
軒
先
生
［
伝
］
在
蛻
巖
集
中
。
不
必
贅
述
。
今

摘
其
要
。」（
持
軒
の
行
状
、
蘭
洲
之
を
撰
し
、
伊
藤
東
涯
に
請
ひ
て
墓

碑
銘
を
作
る
。
其
の
文　

載
す
る
に
『
紹
述
先
生
文
集
』
に
在
り
。
持

軒
の
門
人
・
柳
川
牛
山
、
梁
蛻
巖
に
代
作
を
請
ひ
た
る
「
持
軒
先
生
伝
」

は
『
蛻
巖
集
』
中
に
在
り
。
必
ず
し
も
贅
述
せ
ず
、
今
其
の
要
を
摘
る
。）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）
持
軒
が
京
で
仁
斎
と
惕
斎
と
に
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
東
涯

の
著
し
た
「
先
府
君
古
楽
先
生
行
状
」
も
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
際

も
典
拠
は
「
東
涯
行
状
」
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
。

（
17
）
割
り
注
の
「
碑
文
」
は
、
以
下
に
続
く
「
療
一
婦
人
。
方
剤
不
適
。
乃

嘆
曰
。
将
以
活
之
。
反
致
人
死
。
遂
改
業
為
儒
。」
が
「
碑
文
」
を
出

拠
と
す
る
こ
と
を
も
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）「
行
状
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
天
囚
が
研
究
に
用
い
た
大
阪
府
立

中
之
島
図
書
館
・
朝
日
新
聞
社
文
庫
所
蔵
の
『
鶏
肋
篇
』
の
「
持
軒
先

生
行
状
」
は
、「
為
父
祖
鍾
愛
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
甚
為
父
祖
鍾
愛
」

に
、「
時
年
三
十
矣
」
を
「
時
三
十
矣
」
に
作
る
。
引
用
し
た
際
に
誤

写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
割
り
注
の
中
の
「
存
齋
名
元
瑞（

マ
マ
）」

の
「
元
瑞
」

は
「
元
端
」、「
赤
石
」
は
「
明
石
」
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。
天
囚
が

懐
徳
堂
研
究
に
用
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
五
井

蘭
洲
研
究
と
関
係
資
料
―
『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏
肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑

文
集
』
に
つ
い
て
―
」（『
懐
徳
』
第
八
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
19
）
例
え
ば
、「
石
菴
の
学
問
著
述
」
節
の
、
石
菴
の
遺
稿
が
春
楼
の
時
に

盗
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
懐
徳
堂
考
之
一
』に
は『
懐
徳
堂
外
事
記
』

の
「
安
永
元
年
極
月
廿
二
日
。
三
宅
才
次
郎
方
へ
夜
四
時
盗
賊
忍
入
。

先
代
之
遺
稿
雑
記
之
入
候
骨
脚
紛
失
。」
に
基
づ
く
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

［
附
記
］
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
１
Ｈ
０
０
４

６
５
「
日
本
近
代
人
文
学
の
再
構
築
と
漢
学
の
伝
統

―
西

村
天
囚
関
係
新
資
料
の
調
査
研
究
を
中
心
と
し
て

―
」
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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